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名前

歳出
社会保障関係費
◎国の歳出のうち、一番多く使われているのは、社会保障関係費です。
文教及び科学振興費
◎税金は私たちの学校教育や科学技術の発展のためにも役立てられています。
経済協力費
◎日本など経済力のある国々は、開発途上国との対話を進めながら、経済協力を行
い、自立を支援しています。

地方交付税交付金等
◎地方公共団体（都道府県や市区町村）は、教育・警察・消防・環境衛生・生活保護
などの公的サービスを行うため、地方税を集めています。
国債費
◎国の政策や事業には、国の経済状態や国民の生活のために、歳入が不足して
いてもタイミングよく行わなければならないものもあります。そこで歳入の不足分を
補うため、国は国債を発行して公債金（借金）収入を得ています。

歳入　税の種類の紹介
消費税・地方消費税
◎商品の販売やサービスの提供に対してかかる税金です。
◎納税するのは製造業やサービス業などの事業者ですが、負担するのは消費
者等です。

所得税
◎個人の所得（収入から経費などを引いたもの）に対してかかる税金です。
◎所得が多くなるほど、税率が高くなります。
住民税（道府県民税・市町村民税）
◎住んでいる（会社がある）都道府県、市区町村に納める税金です。
◎道府県民税も市町村民税も一括して市区町村に納めます。
法人税
◎法人（会社）の所得に対してかかる税金です。
酒税
◎日本酒、ビールなど、お酒にかかる税金です。
◎製造者または輸入者が納税しますが、負担するのは消費者です。

国と地方公共団体の負担額
の合計額

約941,000円
小学生 中学生 高校生

（全日制）

約1,086,000円 約1,127,000円

公立学校の児童・生徒1人当たりの年間教育費負担額
（令和4年）

私たちの生活や安全を
まもるための警察・消防費
　総額5兆3,177億円
国民１人当たりでは
　約42,560円

市区町村のゴミ処理費用
　総額2兆4,726億円
国民１人当たりでは
　約19,789円

国民医療費の公費負担額 総額17兆6,837億円
国民１人当たりでは　約141,530円

ゴミが宝に変わる
都市鉱山と税金の関係は？

レアアースは、スマートフォンや電気自動車
などに使われる大切な資源です。使い終わっ
た製品から金属を取り出す「都市鉱山」も注
目されています。こうした資源の研究やリサ
イクルの仕組みづくりには、税金も使われて
います。資源を大切にし、環境を守りながら
新しい技術を進めるためにも、税金が役立っ
ています。

四谷法人会・青年部会公益社団法人

122兆3,092億円
歳入総額 歳出総額

公債金
（国の借金）
29兆5,840億円
24.2％

その他の収入
8兆9,902億円 
7.4％

所得税
（個人の所得に対してかかる税）
25兆3,250億円
20.7％

消費税
26兆6,880億円
21.8％

相続税
3兆8,180億円
3.1％

酒税
1兆1,470億円
0.9％

揮発油税
1兆9,760億円
1.7％

たばこ税
9,760億円

0.8％

揮発油税
9,720億円

0.8％

その他の税
3兆330億円

2.6％

印紙収入
1兆800億円

0.9％

酒税
1兆1,740億円

1.0％

たばこ税
9,530億円

0.8％

その他の税
2兆4,060億円

2.1％

印紙収入
1兆300億円

0.9％ 法人税
（会社などの所得に対してかかる税）
20兆6,960億円
16.9％

20兆8,778億円
17.1％

31兆2,758億円
25.6％

122兆3,092億円

39兆559億円
　　　　31.9％

社会保障関係費
（私たちの健康や
生活を守るために）

一般歳出
70兆1,557億円
57.4％

経済協力費
5,108億円 0.4％

公共事業関係費
6兆1,078億円 5.0％

文教及び科学振興費
6兆406億円 4.9％

防衛関係費
8兆9,843億円 7.3％

その他
9兆4,563億円
7.9％

地方交付税
交付金等

国債費

国の一般会計歳出額 内訳（令和8年度当初予算） （令和8年度当初予算）国の一般会計歳入額 内訳
租税及び印紙収入
83兆7,350億円
68.5%

埋蔵量
2024年

産出量
2024年

レアアース――。
小さな一粒が未来を支える
大きな力へ
電気自動車（EV）やスマートフォン、風力発電、AI関連機器まで、
私たちの暮らしを支える最先端技術に欠かせない「レアアース」――。
レアアースがどのようなものか、学んでいきましょう。

世界で一番レアアースがある国はどこ？

49％ 69％
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■ 中国  4,400トン
■ ブラジル  2,100トン
■ インド  4,400トン
■ オーストラリア  630トン
■ ロシア  630トン
■ その他

■ 中国　270,000トン
■ アメリカ　45,500トン
■ オーストラリア　29,000トン
■ ミャンマー　22,000トン
■ ナイジェリア　1,300トン
■ その他

1位
中国

2位
米国

3位
日本

資源には「埋蔵量（これから使える量）」と
「産出量（すでに使われた量）」という２つ
の考え方があります。これを比べること
で、その国がどれくらい資源を持ち、どれ
くらい生産しているのかを知ることがで
きます。

日本の埋蔵量は 1600 トン以上あるとい
われ、将来、採掘できるようになれば、世界
で3位になるかもしれません！
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